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語文95(2010・ 12大阪大学国語国文学会)

「
カ
レ
コ
レ
」
の
語
史

―
―
品
詞
の
転
成
の
問
題
に
絡
め
て
―
―

一　

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
カ
レ
コ
レ
と
い
う
並
列
複
合
語
の
語
史
を
記
述
し
、
そ

の
変
遷
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

現
代
日
本
語
に
お
い
て
、
カ
レ
コ
レ
は
、
数
量
詞
を
後
接
す
る
。

（
１
）
ａ
大
阪
に
来
て
、
か
れ
こ
れ
四
年
が
経
ち
ま
し
た
。

ｂ
ふ
と
思
い
出
し
た
の
は
、
か
れ
こ
れ
２０
年
ほ
ど
前
に
タ
ク
シ
ー
の

運
転
手
に
な

っ
た
女
性
の
言
葉
だ
。

（朝
日
新
聞
朝
刊
、
二
〇
〇
八
年

一
二
月
二
二
日
）

ま
た
、
数
量
を
概
数
化
す
る
た
め
、
「
ほ
ぼ
」
や

「大
体
」
と
い
っ
た
概

数
化
す
る
語
と
置
換
可
能
で
あ
る
。

（２
）
ａ
大
阪
に
来
て
、
ほ
ぼ
四
年
が
経
ち
ま
し
た
。

ｂ
ふ
と
思
い
出
し
た
の
は
、
大
体
２０
年
ほ
ど
前
に
タ
ク
シ
ー
の
運
転

手
に
な

っ
た
女
性
の
言
葉
だ
。

清
田

（
二
〇

一
〇
）
（以
下
、
前
稿
と
呼
ぶ
）
で
は
、
現
代
語
の
カ
レ
コ

清

田

朗

裕

レ
が
数
量
詞
の
み
を
後
接
す
る
と
い
う
構
文
的
特
徴
に
注
目
し
、
カ
レ
コ
レ

は
数
量
詞
を
主
名
詞
と
し
た

「連
体
詞
」
で
あ
る
と
述

べ
た
。
こ
れ
は
、

（
３
）
の
よ
う
に
表
せ
る
。

（３
）
　
［Ｚ
「

［＞
０
●
カ
レ
コ
レ
］
［Ｑ
〓

な
お
、
本
稿

で
は
、
カ
レ
コ
レ
が
数
量
詞
を
後
接
す
る
用
法
を
、
「連
体

詞
的
用
法
」
と
呼
ん
で
お
く
。
前
稿
で
は
、
昭
和
以
降

（特
に

一
九
四
〇
年

代
以
降
）
に
生
ま
れ
た
作
家
等
が
用
い
る
カ
レ
コ
レ
が
、
時
間
に
関
す
る
数

量
Ｑ
を
後
接
す
る
例
に
偏

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
近
代
で
は
、
カ
レ
コ
レ
が
助
詞
を
後
接
す
る
例
や
述
語
に
前

接
す
る
例
が
み
ら
れ
、
現
代
語
の
カ
レ
コ
レ
と
は
異
な
る
ふ
る
ま
い
を
み
せ

Ｚり
。（

４
）
ａ
そ
れ
か
ら
あ
の
細
君
が

一
緒
に
東
京

へ
帰

っ
て
く
れ
と
言
出
し
た

時
に
、
先
輩
は
叱

っ
た
り

。
し
た
り
し
て
、
丁
度
生
木
を
割
く
よ

う
に
送
り
返
し
た
こ
と
を
思
出
し
た
。
か
れ
こ
れ
を
思
合
せ
て
考

え
る
と
―
確
か
に
先
輩
は
人
の
知
ら
な
い
覚
期
を
懐
に
し
て
、
こ



の
飯
山

へ
来
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（破
戒
）

ｂ
特
に
自
分
の
如
き
次
官
が
先
に
立

っ
て
部
外
の
人
事
を
か
れ
こ
れ

言
う
よ
う
に
思
わ
れ
て
は
甚
だ
困
る
。
　
　
　
　
（山
本
五
十
六
）

（４
）
ａ
の
よ
う
に
、
カ
レ
コ
レ
が
名
詞
と
し
て
ふ
る
ま
う
も
の
を
、
「名

詞
的
用
法
」
、
（
４
）
ｂ
の
よ
う
に
、
副
詞
と
し
て
ふ
る
ま
う
も
の
を
、
「
副
詞

的
用
法
」
と
呼
ん
で
お
く
。

こ
れ
ら
の
例
を
踏
ま
え
る
と
、
カ
レ
コ
レ
は
、
歴
史
的
に
、
連
体
詞
的
用

法
を
獲
得
し
、
か

つ
名
詞
的
用
法
、
副
詞
的
用
法
が
衰
退
す
る
と
い
う
変
遷

過
程
が
あ

っ
た
と
予
測
さ
れ
る
。

従
来
、
「連
体
詞
」
と
い
う
品
詞
に
つ
い
て
述

べ
る
際
、
副
詞
と
共
に
、

扱
い
に
困
る
品
詞
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
連
体
詞

と
い
う
品
詞
を
立

て
な
い
立
場
も
あ
り

（加
藤
二
〇
〇
二
等
）
、
ま
た
、
品

詞
と
し
て
は

一
応
認
め

つ
つ
も
、
接
頭
辞
や
造
語
成
分
と
の
境
界
が
必
ず
し

も
判
然
と
し
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る

（金
水

一
九
八
三
）
。
そ
れ
で
も
い

わ
ゆ
る
学
校
文
法
や
庵

（
二
〇
〇

一
）
の
よ
う
な
概
説
書
に
お
い
て

一
品
詞

と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「連
体
修
飾
の
機
能
の
み
を
も

つ
」
と
い

う
点
を
重
視
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
連
体
詞
と
呼
ば
れ
る

品
詞
は
、
歴
史
的
に
は
、
他
の
品
詞
か
ら
の
転
成
に
よ

っ
て
生
じ
た
と
さ
れ
、

元
々
連
体
詞
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
語
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る

（橘

一
九
七
三
、
金
水

一
九
八
三
等
参
照
）
。

品
詞
が
そ
の
所
属
を
変
え
る
と
い
う
現
象
は
、
非
常
に
興
味
深
い
現
象
だ

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
、
連
用
転
成
名
詞
と
い
っ
た
、
動
詞
の
名
詞

ヘ

の
転
成
や
、
副
詞
の
接
続
詞

へ
の
転
成
と
い
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
研
究
が

あ
る
も
の
の
、
連
体
詞
へ
の
転
成
に
つ
い
て
は
、
単
純
に
固
定
化

。
慣
用
化

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
か
、
詳
細
な
記
述
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
カ
レ
コ
レ
を
例
に
と
り
、
連
体
詞
へ
と
転
成
す
る
過

程
を
記
述
し
、
歴
史
的
変
遷
を
遂
げ
た
要
因
を
考
察
す
る
。

一
一　
現
代
語
の
カ
レ
コ
レ
の
特
徴

現
代
語
の
カ
レ
コ
レ
に
つ
い
て
は
、
川
端

（
一
九
六
七
）
、
森
山

（二
〇

〇

一
）
、
ま
た
、
前
稿
に
言
及
が
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
を
参
照
し
つ
つ
、

現
代
語
の
カ
レ
コ
レ
の
特
徴
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

一
一
。
一　
カ
レ
コ
レ
の
意
味
的

・
構
文
的
特
徴

川
端

（
一
九
六
七
）
は
、
カ
レ
コ
レ
を
、
概
数
量
を
表
す
と
し
て

「
ほ
ぼ
、

大
抵
、
お

（ほ
）
よ
そ
、
大
方
、
あ
ら
か
た
、
ざ

っ
と
、
大
体
」
と
と
も
に
、

次
の
二
つ
の
性
格
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（５
）
ａ
一
な
る
全
体
に
お
け
る
量
的
大
小
の
そ
の
大
を
意
味
す
る

ｂ
明
確
量
的
で
あ
る
数
詞
そ
の
も
の
の
全
体
を
概
数
化
す
る

（川
端

一
九
六
七

・
二

一
上
〓
一参
照
）

確
か
に
、
す
で
に

（２
）
で
み
た
よ
う
に
、
カ
レ
コ
レ
は

「
ほ
ぼ
」
「大

体
」
等
と
置
換
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
カ
レ
コ
レ
に
は
時
間
に
関
す
る
数

量
Ｑ
が
必
ず
後
接
す
る
の
に
対
し
、
「
ほ
ぼ
」
「大
体
」
は
、
用
言
や
体
言
を

後
接
で
き
る
こ
と
か
ら
、
構
文
的
特
徴
は
、
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

（６
）
ａ
太
郎
は
解
答
を

（
＊
カ
レ
コ
レ
／
ほ
ぼ
／
大
体
｝
書
い
た
。

ｂ
今
日
の
授
業
は

（
＊
カ
レ
コ
レ
／
ほ
ぼ
／
大
体
）
静
か
だ
。



ｃ
太
郎
の
解
答
は

｛
＊
カ
レ
コ
レ
／
ほ
ぼ
／
大
体
）
正
解
だ
。

ま
た
、
川
端

（
一
九
六
七
）
は
、
副
助
詞
と
共
起
可
能
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

（７
）

か
れ
こ
れ
百
五
六
十
人
く
ら
ゐ
　
　
　
（川
端

一
九
六
七

・
三
二
）

（
７
）
は
、
カ
レ
コ
レ
が
す
で
に
明
確
量
的

で
あ
る

「
百
五
六
十
人
」
を

概
数
化
し
て
い
る
の
に
対
し
、
副
助
詞

「
く
ら
ゐ
」
に
お
い
て
も
概
数
化
し

て
い
る
。
日
本
語
で
は
、
こ
の
よ
う
な
概
数
化
の
重
複
は
許
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
前
稿
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
「百
五
六
十
人
」
の
よ
う
に
時
間
以
外
の

数
量
Ｑ
が
カ
レ
コ
レ
に
後
接
す
る
例
は
、
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な

っ
て
お

り
、
時
間
に
関
す
る
数
量
Ｑ
が
後
接
す
る
例
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
、

後
接
す
る
数
量
詞
の
限
定
が
進
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
数
量
詞
の
品
詞
性
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

数
量
詞
は
、　
一
般
に
格
助
詞
を
後
接
せ
ず
に
副
詞
的
に
用
い
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
後
接
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

コ
ピ

ュ
ラ
動
詞
を
伴
い
、

名
詞
述
語
文
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
数
量
詞
に
名
詞
の
性
質

を
認
め
う
る
。

（
８
）
ａ
大
阪
に
来
て
、
四
年

（が
）
経
ち
ま
し
た
。

ｂ
大
阪
に
来
て
、
も
う
四
年
で
す
。

従

っ
て
、
（
３
）
に
示
し
た
よ
う
に
全
体

で
名
詞
句
を
構
成
し
て
い
る
と

考
え
る
。

風
間
他

公
一〇
〇

四
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
語

に
お
け
る
数
量
詞
を
、

「
１
」
「
２
」
な
ど
の
数
詞
に

「
人
」
「
個
」
「
匹
」
な
ど
の
助
数
詞

（類
別

詞
）
が
続
い
た
も
の
」
と
し
、
ま
た
、
「
名
詞
の
直
前
に
置
か
れ
る
の
が
原

則
で
あ
る
」
と
す
る

（七
三
頁
）
。
し
か
し
、
風
間
他

（
二
〇
〇
四
）
で
も

述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
数
量
詞
は
名
詞
の
直
前
以
外
に
も
表
れ
う
る
。

（
９
）
ａ
二
人
の
男
が
来
た
。

ｂ
男
が
二
人
来
た
。

ｃ
男
三
人
が
来
た
。
　

　

　

（風
間
他
二
〇
〇
四

・
七
三
‐
四
参
照
）

奥
津

（
一
九
九
六
）
は
、
こ
れ
ら
の
構
造
を
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｑ
ノ
Ｎ
型
、
Ｎ

Ｃ
Ｑ
型
、
Ｎ
Ｑ
Ｃ
型
と
呼
ん
で
い
る

（八
六
頁
参
照
）
。
そ
し
て

（９
）
ｂ

を
数
量
詞
遊
離
、
（９
）

ｃ
を
数
量
詞
移
動
と
呼
ぶ
。
た
だ
し
、
（９
）
ｂ
の

よ
う
な
Ｎ
Ｃ
Ｑ
型
は
、
格
助
詞
が
ガ
格
、
ヲ
格
の
場
合
の
み
許
さ
れ
る
と
い

う
条
件
が
あ
る
。
従

っ
て
、
そ
れ
以
外
の
斜
格
で
は
不
適
格
に
な
る
。

こ
こ
で
カ
レ
コ
レ
と
の
関
連
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
Ｎ
Ｑ
Ｃ
型
で
あ
る
。

「
カ
レ
コ
レ
十
数
量
詞
」
と
い
う
構
造
が
、
Ｎ
Ｑ
Ｃ
型
の
よ
う
に
み
え
る
の

で
あ
る
。
こ
の
構
造
に
合
わ
せ
る
と
、
カ
レ
コ
レ
が
、　
一
見
、
名
詞
で
あ
る

か
の
よ
う
で
あ
る
。

（
１０
）

大
阪
に
来
て
、
か
れ
こ
れ
四
年
が
経
ち
ま
し
た
。

し
か
し
、
カ
レ
コ
レ
を
名
詞
と
認
め
る
に
は
問
題
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

格
助
詞
を
後
接
で
き
ず
、
か

つ
、
数
量
詞
を
必
ず
後
接
さ
せ
な
け
れ
ば
不
適

格
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

（
１１
）
＊
ａ
大
阪
に
来
て
か
れ
こ
れ
が
四
年
経
ち
ま
し
た
。

＊
ｂ
大
阪
に
来
て
か
れ
こ
れ
の
四
年
が
経
ち
ま
し
た
。

＊
ｃ
大
阪
に
来
て
、
四
年
の
か
れ
こ
れ
が
経
ち
ま
し
た
。

（
１１
）

ａ
、
ｂ
に
示
し
た
よ
う
に
、
格
助
詞
、
連
体
助
詞
が
後
接
す
る
と

不
適
格
に
な
る
。
ま
た
、
（１１
）
ｃ
の
よ
う
に
、
連
体
助
詞
ノ
を
前
接
す
る
こ



と
も
許
さ
れ
な
い
た
め
、
現
代
語
の
カ
レ
コ
レ
は
名
詞
と
は
認
め
が
た
い
。

森
山

（
二
〇
〇

一
）
も
、
カ
レ
コ
レ
を
連
体
詞
と
す
る
。

な
お
、
後
の
議
論
に
関
わ
る
の
で
、
数
量
詞
の
二
種
に
つ
い
て
触
れ
て
お

く
。
数
量
詞
に
は
、
数
量
を
表
す
数
量
Ｑ
と
、
属
性
を
表
す
属
性
Ｑ
が
あ
る
。

（
‐２
）

今
年
の
八
月
は
、
十
日
間
の
旅
に
出
た
。

「
八
月
」
は
属
性
Ｑ
、
「十
日
間
」
は
数
量
Ｑ
を
表
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
カ
レ
コ
レ
に
は
、
類
似
の
複
合
語
と
し
て
ア
レ
コ
レ
が
あ
る
。

こ
こ
で
、
現
代
語
の
ア
レ
コ
レ
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
。

ま
ず
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
。
金
田

一
・
秋
永
編

（
二
〇

一
〇
）
に
よ

れ
ば
、
カ
レ
コ
レ
は
頭
高
型
な
の
に
対
し
、
ア
レ
コ
レ
は
中
高
型
の
ア
ク
セ

ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
複
合
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
前
項
の
ア
ク
セ
ン
ト
を

生
か
す
た
め
に
、
カ
レ
が
頭
高
型
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
ア
レ
は
平
板

型
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次

に
、

ア
レ
コ
レ
は
、
「
色

々
」
と
い

っ
た
意
味
を
も

つ

（金
水

。
木

村

・
田
窪

一
九
八
九
）
。
従

っ
て
、
細
か
な
違

い
は
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、

「色
々
」
と
置
換
可
能
で
あ
る
。

（
‐３
）
ａ
あ
れ
こ
れ
考
え
た
が
、
結
局
決
ま
ら
な
か

っ
た
。

（金
水

・
木
村

・
田
窪

一
九
八
九

・
八
二
）

ｂ
色
々
考
え
た
が
、
結
局
決
ま
ら
な
か

っ
た
。

ま
た
、
金
水

・
木
村

。
田
窪

（
一
九
八
九
）
で
は
、
「
副
詞
的
に
用
い
ら

れ
る
」
と
す
る
が
、
格
助
詞
を
後
接
し
た
り
、
ノ
が
前
接
し
連
体
修
飾
を
承

け
た
り
し
て
、
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
。

（
・４
）

お
か
げ
で
朝
の
用
事
が
す
む
と
、
１０
組
ほ
ど
の
母
子
連
れ
が
毎
日

の
よ
う
に
我
が
家
の
縁
側
に
集
ま
り
、
子
育
て
の
あ
れ
こ
れ
を
教

え
て
く
れ
た
。
　

　

（朝
日
新
聞
朝
刊

。
二
〇
〇
九
年

一
月
六
日
）

こ
の
よ
う
に
、
現
代
語
に
お
い
て
ア
レ
コ
レ
に
は
カ
レ
コ
レ
に
お
け
る
名

詞
的
用
法
、
副
詞
的
用
法
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
カ
レ
コ
レ
と
の
大
き

な
違
い
と
し
て
、
数
量
詞
を
後
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
‐５
）
＊
大
阪
に
来
て
か
ら
、
ア
レ
コ
レ
四
年
が
経

っ
た
。

そ
れ
で
は
、
カ
レ
コ
レ
は
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
、
ま
た
、

変
化
を
遂
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
、
現
代
語
に
み
え
る

「
ほ
ぼ
」
「大
体
」

等
と
置
換
可
能
な
概
数
化
と
い
う
意
味
用
法
は
、
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
に
し

て
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
代
語
に
み
え
る
よ
う
な
時
間
に
関
す
る
数
量

Ｑ
を
後
接
す
る
用
例
は
、
い
つ
頃
か
ら
み
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
カ
レ
コ
レ

の
変
化
は
、
単
純
な
固
定
化

・
慣
用
化
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

〓
一　
中
古
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
カ
レ
コ
レ

本
節
で
は
、
古
典
語
に
お
け
る
カ
レ
コ
レ
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
述

べ
る
。
カ
レ
コ
レ
の
初
出
は
中
古
で
あ

っ
た
た
め
、
中
古
か
ら
、
カ
レ
コ
レ

の
語
史
を
記
述
す
る
。

一二
。
一　

古
典
語
の
カ
レ
コ
レ
の
先
行
研
究

萩
谷

（
一
九
六
七
）
は
、
カ
レ
コ
レ
が
漢
語

「彼
此
」
の
直
訳
で
あ
り
、

純
粋
な
和
語
と
し
て
は

「
コ
レ
カ
レ
」
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

つ

ま
り
、
純
粋
な
和
語
と
し
て
は
、
「
コ
ー
カ
ー
」
と
い
う
語
構
成
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
橋
本

（
一
九
八
二
）
、
清
田

（
二
〇



〇
八
）
に
お
い
て
も
、
中
古
語
で
は
、
指
示
詞
の
複
合
語
は
、
「
コ
ー
カ
ー
」

の
よ
う
に

「近
―
遠
―
」
の
順
に
な
る
と
い
う
、
萩
谷

（
一
九
六
七
）
と
同

様
の
指
摘
を
し
た
。
具
体
的
に
は
、
「
コ
レ
カ
レ
」
「
コ
コ
カ
シ
コ
」
「
コ
ナ

タ
カ
ナ
タ
」
等
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
「
カ
ー

コ
ー
」
と
い
う
語
構
成
は
、

中
古
語
に
お
け
る
指
示
詞
の
複
合
語
の
語
構
成
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
、
漢
語
の
直
訳
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

な
お
、

コ
レ
カ
レ
に

つ
い
て
は
、
三
吉

（
一
九
五
六
）
に
よ

っ
て
、
家
「

昔
物
語
集
』
と

『宇
治
拾
遺
物
語
』
と
の
対
照
が
な
さ
れ
た
結
果
、
買
「
昔

物
語
集
』
で
は

コ
レ
カ
レ
と
読
ま
れ
て
い
た
箇
所
が
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

で
は
ト
カ
ク
と
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
副
詞
的
用
法
を
も

つ
こ
と
、
ま
た
、

中
世
以
降
衰
退
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
カ
レ
コ
レ

の
意
味

。
用
法
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

〓
丁

一
一　
用
例
数

具
体
的
な
用
例
を
挙
げ
る
前
に
、
今
回
得
ら
れ
た
用
例
数
を
構
文
的
特
徴

に
基
づ
き
、
表
の
よ
う
に
用
法
毎
に
示
し
た
。

連
体
詞
的
用
法
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
数
量
Ｑ
、
属
性
Ｑ
の
二
種
類
に
分

け
た
。
さ
ら
に
、
現
代
語
の
カ
レ
コ
レ
は
時
間
に
関
す
る
数
量
Ｑ
に
偏

っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
時
間
に
関
す
る
数
量
に
つ
い
て
は
、
特
に
別
に
立
て
た
。

た
だ
し
、
「都
合

。
以
上
」
等
の

「合
計
」
を
意
味
す
る
語
が
後
接
す
る
場

合
は
、
そ
の
後
に
数
量
詞
が
後
接
し
て
い
る
た
め
、
連
体
詞
的
用
法
の
例
と

考
え
た
。
ま
た
、

ス
ル
や
イ
タ
ス
と
い
っ
た
形
式
動
詞
が
後
接
す
る
場
合
は
、

名
詞
的
用
法
な
の
か
、
副
詞
的
用
法
な
の
か
判
断
し
に
く
い
た
め
、
曖
昧
例

と
し
た
。

表
　
カ
レ
コ
レ
の
用
例
数

合
計
曖

味

時
属
Ｑ

時
数
Ｑ

属
数
Ｑ

数
量
Ｑ

副
詞
名
詞

9 9
中

古

0 14

中
世
前

4 1 2 8

中
世
後

2 l

近
世
前

8 2 6

近
世
後

1 1

合
計

以
下
、
カ
レ
コ
レ
の
語
史
を
記
述
し
、
四
節
で
考
察
を
加
え
る
。

〓
Ｔ

二
　
中
古
に
お
け
る
カ
レ
コ
レ

中
古
に
お
い
て
、
カ
レ
コ
レ
は
九
例
確
認
で
き
た
。
格
助
詞
を
後
接
す
る

例
が
多
く
み
ら
れ
、
ま
た
、
並
置
の
例
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
み
ら
れ
た
。

（
‐６
）
ａ
よ
め
る
う
た
、
お
ほ
く
き
こ
え
ね
ば
、
か
れ
こ
れ
を
か
よ
は
し
て
、

よ
く
し
ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
（古
今
集

・
仮
名
序

。
一
〇
〇
）

ｂ
我
知
り
語
ら
ひ
し
縁
た
ち
呼
び
集
め
、
ま
た
そ
の
外
、
か
れ
こ
れ

の
君
達
な
ど
を
も
あ
ま
た
招
き
寄
せ
て
、
心
を
遣
り
た
る
作
り
言

ど
も
し
て
、
若
き
人
々
多
く
あ
ら
す
め
り
。
（狭
衣

。
一
・
八
三
）



ｃ
か
れ
こ
れ
、
じ
る
し
ら
ぬ
、
お
く
り
す
。
　
　
　
（土
左

。
二
七
）

（
‐６
）
ａ
は
ヽ
只
僧
喜
撰
が
）
詠
ん
だ
歌
は
、
多
く
伝
わ
ら
な
い
の
で
、

色
々
な
書
物
や
伝
承
な
ど
を
調
べ
て
あ
た

っ
て
み
て
も
、
よ
く
分
か
ら
な

い
」
と
解
釈
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
意
味
と
し
て
は
、
墨
日物
や

伝
承
等
」
と
い
っ
た
、
「
僧
喜
撰
に
つ
い
て
書
か
れ
た
情
報
」
を
表
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
１６
）
ｂ
は
、
後

に

「
あ
ま
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

「誰
彼
」
と
訳
す

こ
と
が

で
き
、
（
１６
）
ｃ
は

「
じ
る
し
ら
ぬ
」
と

い
う
、

「知

っ
て
い
る
人
も
知
ら
な
い
人
も
」
と
訳
さ
れ
る
準
体
句
と
並
置
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
「
あ
の
人
も
こ
の
人
も
、
知

っ
て
い
る
人
も
知
ら
な
い
人

も
」
と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

中
古
に
お
け
る
カ
レ
コ
レ
は
、
こ
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

〓
丁

〓
一　
中
世
に
お
け
る
カ
レ
コ
レ

中
世
全
体
で
は
、
カ
レ
コ
レ
は
五
八
例
確
認
で
き
た
。
中
世
前
期
か
ら
、

数
量
詞
と
共
起
す
る
連
体
詞
的
用
法
、
ま
た
動
詞
の
項
と
な
ら
な
い
副
詞
的

用
法
の
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
‐７
）
ａ
か

つ
う
は
か
様
に
人
し
れ
ず
か
れ
こ
れ
恥
を
さ
ら
し
候
も
、
し
か

し
な
が
ら
そ
の
む
く
ひ
と
の
み
こ
そ
お
も
ひ
し
ら
れ
て
候

へ
。

（平
家

。
一
〇

・
二
五
五
）

ｂ
き
は
め
て
貧
し
か
り
け
る
に
、
師
匠
、
死
に
さ
ま
に
、
銭
二
百
貫

と
坊
ひ
と

つ
を
譲
り
た
り
け
る
を
、
坊
を
百
貫
に
売
り
て
、
か
れ

こ
れ
三
萬
疋
を
い
も
が
し
ら
の
銭
と
定
め
て
、
京
な
る
人
に
預
け

置
き
て
、
十
貫
づ

ゝ
取
り
寄
せ
て
、
芋
頭
を
乏
し
か
ら
ず
召
し
け

る
ほ
ど
に
、
ま
た
、
他
用
に
用
ゐ
る
こ
と
な
く
て
、
そ
の
銭
み
な

に
成
り
に
け
り
。
　
　
　
　
　
　
　
（徒
然
草

・
六
〇

。
一
二
九
）

（
‐７
）
ａ
は
、
「
か

つ
う
は
」
「恥
を
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
カ
レ
コ
レ
を
述

語

「
さ
ら
す
」
の
項

と

し

て
考

え

る

こ
と

は

で
き
ず
、
「
あ
れ

こ
れ
」

「
色
々
」
と
訳
す
こ
と
に
な
る
。
副
詞
的
用
法
の
例
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
（
１７
）
ｂ
の
よ
う
に
、
数
量
詞
を
後
接
す
る
例
が

一
七
例

み
ら
れ
た
。
師
匠
か
ら
譲
り
受
け
た
遺
産
の
う
ち
、
天
口
計
三
萬
疋
を
、
い

も
が
し
ら
を
購
入
す
る
た
め
の
銭
と
定
め
て
」
と
訳
さ
れ
る
も
の
で
、
カ
レ

コ
レ
は

「
合
わ
せ
て
」
天
口
計
」
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
る
。

ま
た
、
連
体
詞
的
用
法
に
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
例
が
確
認
で
き
る
。

（
‐８
）
ａ
熊
谷

。
平
山
、
か
れ
こ
れ
五
騎
で
ひ
か

へ
た
り
。

（平
家

。
九

。
二
〇
二
）

ｂ
又
、
河
原
の
勧
進
桟
敷
崩
れ
の
時
、
本
座
の

一
忠
、
新
座
の
花
夜

叉
、
か
れ

こ
れ
四
人
づ

ゝ
、
八
人

に
て
恋

の
立
合
を
せ
し

に
、

「恨
み
は
末
も
通
ら
ね
ば
」
と
、
上
げ
て
、
言
ひ
納
む
る
声

つ
ま

り
け
れ
ば
、　
一
忠
、
咳
を
し
て
、
一扇
の
か
な
め
取
直
し
、
汗
を
拭

ひ
け
る
に
、
花
夜
叉
、
「末
も
通
ら
ね
ば
」
と
、
ぶ
と
き
り
に
言

ひ
納
め
て
、
笑
は
れ
け
り
。
　
　
　
　
　
（申
楽
談
義

・
四
九
八
）

（
‐８
）
ａ
、
ｂ
は
、
「熊
谷

。
平
山
」
「本
座
の

一
忠
、
新
座
の
花
夜
叉
」
が

カ
レ
コ
レ
の
直
前
に
並
置
さ
れ
て
い
る
。
（
１８
）
ａ
は
、
天
曇
耐
五
騎
」
と
解

釈
さ
れ
る
場
面
で
あ
り
、
（
１８
）
ｂ
は

「
づ

ゝ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
そ
れ

ぞ
れ
四
人
ず

つ
合
計
八
人
」
と
解
釈
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
以
上

・
都
合

・
合
テ
」
と
共
起
す
る
例
が
観
察
さ
れ
る
。



（
‐９
）
ａ
角
テ
ハ
南
都
辺
ノ
御
隠
家
暫
モ
難
叶
ケ
レ
バ
、
則
般
若
寺
ヲ
御
出

在
テ
、
熊
野
ノ
方

ヘ
ゾ
落
サ
セ
給
ケ
ル
。
御
供
ノ
衆

ニ
ハ
、
光
林

房
玄
尊

・
赤
松
律
師
則
祐

。
木
寺
相
摸

。
岡
本
三
河
房

・
武
蔵

房

・
村
上
彦
四
郎

。
片
岡
八
郎

・
矢
田
彦
七

・
平
賀
三
郎
、
彼
此

以
上
九
人
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（太
平
記

・
五

。
一
六
七
）

ｂ
是
ヲ
聞
テ
国
司

。
新
田
徳
壽
丸

・
相
摸
次
郎
時
行

・
宇
都
宮
ノ
紀

清
両
掌
、
彼
此
都
合
十
萬
餘
騎
、
十
二
月
二
十
八
日
二
、
諸
方
皆

牒
合
テ
、
鎌
倉

ヘ
ト
ゾ
寄
タ
リ
ケ
ル
。（太

平
記

・
一
九

。
二
八
九
）

ｃ
此
陣
始

ヨ
リ
三
所

二
分

レ
テ
、
西

ノ
尾
崎

ヲ
バ
、
赤
松
律
師
則

祐

・
子
息
爾
次
郎
師
範

・
五
郎
直
頼

・
彦
五
郎
範
賞

・
肥
前
権
守

朝
範
、
並
佐
々
木
佐
渡
判
官
入
道
々
誉
ガ
手
者

・
黄
旗

一
揆
、
彼

此
、
合
テ
二
千
餘
騎

ニ
テ
堅
メ
タ
リ
。（太

平
記

・
三
二

・
一
〓
一〇
）

（‐９
）
ａ
で
は
ヽ
カ
レ
コ
レ
と
数
量
詞
と
の
間
に

「
以
上
」
が
介
在
し
て
い

る
。
ま
た
、
直
前
に

「光
林
房
玄
尊

。
赤
松
律
師
則
祐

・
木
寺
相
摸

・
岡
本

三
河
房

・
武
蔵
房

・
村
上
彦
四
郎

・
片
岡
八
郎

。
矢
田
彦
七

・
平
賀
二
郎
」

と
い
う
、
数
量
詞

「
九
人
」
の
要
素
が
全
部
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
彼
此

に

よ

っ
て
要
素
が
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
１９
）
ｂ
で
は
、
数
量

詞
の
具
体
的
な
要
素
に
加
え
、
「
都
合
」
が
介
在
し
て
お
り
、
「
餘
騎
」
と
い

う
概
数
化
す
る
表
現
も
共
起
し
て
い
る
。
（
１９
）
ｃ
で
は
、
天
ロ
テ
」
が
介
在

し
て
お
り
、
ま
た
、
（
１９
）
ｂ
と
同
様
に

「餘
騎
」
が
み
え
、
か

つ
カ
レ
コ
レ

の
直
前
に

「
二
千
餘
騎
」
を
率
い
る
具
体
的
な
要
素
が
み
え
る
。
（
１９
）
ｂ
、

ｃ
は
概
数
量
と
共
起
す
る
カ
レ
コ
レ
か
ら
、
単
独
で
も
概
数
化
で
き
る
よ
う

に
な
る
カ
レ
コ
レ
ヘ
の
変
化
の
過
渡
期
の
例
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

中
世
に
お
い
て
、
連
体
詞
的
用
法
は
、
全

一
七
例
確
認
で
き
た
が
、
そ
の

う
ち

一
三
例
が
、
カ
レ
コ
レ
の
直
前
に
具
体
的
な
要
素
が
並
置
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
並
置
の
仕
方
は
二
種
類
み
ら
れ
た
。
ま
ず
、
（
１９
）
ａ
の
よ
う
に
、
後
接

す
る
数
量
詞

「九
人
」
の
名
前
を
全
部
列
挙
す
る
も
の
。
そ
し
て
、
（
１９
）
ｂ
、

Ｃ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
将
の
名
前
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
が
率
い
る
軍
勢

の
数
は
、
と
い
う
よ
う
に

一
部
列
挙
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
例
の
数
量
詞
は
、
人
数
と
い
っ
た
具
体
的
な

対
象
で
あ

っ
た
。
だ
が
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
中
世
後
期
に
は
抽
象
的
な
対

象
を
後
接
す
る
例
が
み
ら
れ
る
。

（
２０
）
ａ
或
義
―
此
言
彼
此
三
両
義

ア
ル
カ
、
此
モ
好
此
モ
好
卜
思
テ
、
ト

レ
カ
マ
シ
ヤ
ラ
ウ
不
知
様
ナ
ヲ
ハ
ト
レ
ヲ
モ
載
タ
ソ

（史
記
抄

・
二

・
三
ウ
）

ｂ
カ
レ
コ
レ
二
十
年
ス
ギ
サ
セ
タ
マ
ウ

（善
光
寺
如
来
本
懐

・
中

。
二
四
六
）

そ
れ
ぞ
れ

「意
味
」
「時
間
」
と
い
っ
た
、
よ
り
抽
象
的
な
事
柄
の
数
量

を
表
し
て
い
る
。
特
に

（
２０
）
ｂ
は
、
数
量
詞
の
要
素
が
な
く
、
現
代
語
の

カ
レ
コ
レ
と
同
様

に
、
時
間
に
関
す
る
数
量
Ｑ
と
共
起
し
て
お
り
、
「
ほ

ぼ

・
大
体
」
等
と
解
釈
で
き
る
点
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

中
世
に
は
、
現
代
語
と
同
様
の
例
が
確
認
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

本
調
査
の
結
果
で
は
、
他
に
こ
の
よ
う
な
例
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
。



三

・
四
　
近
世
に
お
け
る
カ
レ
コ
レ

近
世
で
は
、
二
〇
五
例
確
認
で
き
た
。
近
世
後
期
に
お
い
て
、
副
詞
的
用

法
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
２‐
）
ａ
客
の
鼻
の
あ
な

へ
。
こ
よ
り
を
い
れ
。
あ
る
ひ
は
つ
め
り
な
ど
。

か
れ
こ
れ
と
か
ら
か
う
冊
に
。
夜
食
も
で
れ
は
。

Ｔ
占

（東
海
道
中
膝
栗
毛

・
八
編

・
下

・
四
八
二
）

ｂ
米

「
Ｔ
占
。
そ
れ
だ
か
ら
常

日
頃
、
妬
心
ら
し
い
が
彼
是
と
、

時
々
釘
を
さ
し
て
置
の
に
、
何
だ
の
角
だ
の
と
し
ら
を
き

つ
て
、

と
ふ
／
ヽ
向
ふ

へ
抱
こ
ま
れ
て
、
Ｔ
占

（春
色
辰
巳
園

・
初
編

・
二
八
五
）

（
２‐
）
ａ
、
ｂ
は
副
詞
的
用
法
の
例
で
あ
る
。

ま
た
、
連
体
詞
的
用
法
も
み
ら
れ
る
。

（
２２
）
ユ
示
に
て
色
川
原
、
色
里
に
て

一
座
せ
し
人
人
、
世
之
介
下
り
を
、

め
づ
ら
し
く
、
女
郎
共
に
、
能
を
さ
せ
て
、
御
目
に
懸
る
の
よ
し
、

庭
に
常
舞
台
あ
り
て
、
囃
し
が
た
、
地
謡
も
と
よ
り
、
太
夫
、
脇
、

番
組
し
て
、
定
家
、
松
風
、
三
井
寺
、
か
れ
是
二
番
、
じ
め
や
か

に
、
物
調
子
、　
一
際
ひ
く
う
し
て
、
な
を
や
さ
し
く
又
あ
る
ま
じ

き
遊
興
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（好
色

一
代
男

。
一
。
一
六
八
）

ｂ
立
役
の
源
右
衛
門
を
目
付
と
し
、
文
作
の
三
味
線
引
か
け
て
、
今

や
今
や
と
待
所
に
、
沢
村
小
伝
次
お
か
し
が
ら
せ
、
竹
中
半
二
郎

に
無
理
酒
を
汲
か
は
し
、
小
松
才
三
郎
に
心
を
残
さ
せ
、
尾
上
源

太
郎
が
病
気
を
浮
し
、
彼
是
十
六
人
も
暮
暮
の
長
座
敷
、
は
ら
り

と
立
行
跡
は
、
も
と
の
在
所
と
な
る
。

（男
色
大
鑑

。
二

。
三
九
九
）

さ
ら
に
、
わ
ず
か
二
例

で
あ

っ
た
が
、
時
間
に
関
す
る
属
性
Ｑ
で
あ
る

「亥
刻
」
「
八

ツ
半
」
の
例
が
確
認
で
き
た
。

（
２３
）
ａ
ま
た
放
蕩
め
が
東

へ
う
せ
お

つ
た
や
ら
。
も
う
彼
是
、
亥
刻
じ
や

が
、
ま
た
も
ど
り
お
ら
ぬ
。

（新
話
違
な
し

。
か
た
た
が
ひ

。
一
三

。
一
五
三
）

ｂ
茶
が
の
み
と
ふ
て
も
子
飼
は
お
ら
ず
い
つ
そ
夜
は
明
け
ん
か
し
ら

ぬ
な
ど
ヾ
ま
け
お
し
み
を
い
ふ
か
れ
こ
れ
八

ツ
半
に
も
な
れ
ば
く

る
わ
色
里
も
し
づ
ま
り
て

［…
］
（廓
の
池
好

。
一
六

・
三
七
六
）

な
お
、
表
か
ら
は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
数
量
Ｑ
の
用
例
が
少
な
い
よ
う

に
み
え
る
が
、
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
る
。

四
　
考
察

前
節
ま
で
に
、
中
古
か
ら
近
世
ま
で
の
カ
レ
コ
レ
の
用
例
を
挙
げ
た
。
本

節
で
は
、
カ
レ
コ
レ
の
変
遷
過
程
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
得
ら
れ
た
用

例
に
基
づ
く
と
、
構
文
パ
タ
ー
ン
が
、
以
下
の
よ
う
に
拡
張
し
て
い
く
こ
と

が
分
か
る
。

中
古
①

［カ
レ
コ
レ
］
（Ｏ

［く
巳

中
世
②

［Ｚ
ユ

（ｏ
）
［カ
レ
コ
レ
］
［く
ニ

③
　
［Ｚ
Ｆ
ｚ
ド

…
　
Ｚ
●
］
［カ
レ
コ
レ
］
［数
量
Ｑ
］
［く
り
］

④

［ｚ
Ｆ
Ｚ
Ｎ

‥
　
ｚ
ユ

［カ
レ
コ
レ
］

［嘴
ゆ

・
逹
卜

・
‥
］

［数
量
Ｑ
］
（耐

ヽ
聡
罫
）
［く
ユ

⑤

［カ
レ
コ
レ
］
［数
量
Ｑ
］
［く
ユ



⑥

［カ
レ
コ
レ
］
［時
間
数
量
Ｑ
］
［く
巴

近
世
⑦

［カ
レ
コ
レ
］
［時
間
属
性
Ｑ
］
［く
ニ

ま
た
、
意
味
的
特
徴
の
拡
張
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

中
古
③
あ
れ
や
こ
れ
や
。
誰
彼
。
（①
）

中
世
⑨
色
々

（と
）。
（②
）

⑩
合
計
。
（②
～
⑥
）

⑪
ほ
ぼ

。
大
体
。
（④
～
⑦
）

カ
レ
コ
レ
は
中
古
で
は
、
述
語
の
項
と
な
る
名
詞
的
用
法
が
観
察
さ
れ
る
。

中
世
に
入
る
と
、
様
々
な
構
文
パ
タ
ー
ン
が
観
察
さ
れ
る
。
紙
幅
の
都
合

か
ら
、
連
体
詞
的
用
法
に
つ
い
て
の
み
触
れ
る
と
、
そ
れ
が
観
察
さ
れ
る
の

は
、
中
世
か
ら
で
あ
る
。
主
に
軍
記
物
に
お
い
て
、
カ
レ
コ
レ
の
直
前
に
後

接
す
る
数
量
Ｑ
の
具
体
的
な
要
素
が
列
挙
さ
れ
る
例
が
観
察
さ
れ
る
。
④
の

よ
う
な
、
要
素
の
一
部
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
属
性
に
該
当
す
る
数
量
詞

が
カ
レ
コ
レ
に
後
接
し
て
い
る
例
や
、
③
の
よ
う
に
、
要
素
が
全
部
列
挙
さ

れ
る
例
が
観
察
さ
れ
る
。
④
の
構
文
は
、
「都
合

。
以
上

。
合
テ
」
と
い
っ

た

「合
計
」
と
解
釈
さ
れ
る
語
句
と
概
数
量
を
表
す

「程

・
餘
騎
」
が
共
に

共
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
レ
コ
レ
は
概
数
化
を
担
う
表
現
だ
と
い
う
再

分
析
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
重
要
な
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
構
文
的
拡

張
、
ま
た
意
味
変
化
を
経
た
後
に
、
カ
レ
コ
レ
の
直
前
に
数
量
詞
の
要
素
が

並
置
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
「
カ
レ
コ
レ
＋
時
間
に
関
す
る
数
量
Ｑ
」
と
い
う

構
造
を
と
る
構
文
が
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
時
間
に
関
す
る
数
量
と
の
結
び
つ
き
を
強
く
し
た
の
は
、
力
系
列

指
示
詞
の
も
つ
過
去
の
出
来
事
を
指
示
す
る
用
法
の
影
響
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
単
純
に
普
通
名
詞
に
お
い
て
も
観
察
さ
れ
る
⑤
の
構

造
か
ら
、
⑥
の
構
造
を
獲
得
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
③
、
④
と
い
っ

た
構
造
に
よ
っ
て

「
ほ
ぼ

。
大
体
」
と
い
う
意
味
を
獲
得
し
た
後
に
、
⑥
へ

と
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
代
語
の
時
間

に
関
す
る
数
量
Ｑ
を
後
接
す
る
カ
レ
コ
レ
は
、
品
詞
と
し
て
、
名
詞
か
ら
連

体
詞
へ
と
変
化
す
る
素
地
が
整

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
構
文
的
特
徴
の
変
化
と
意
味
的
特
徴
の
変
化
が
絡
み
あ
い
な
が

ら
、
現
代
語
の
カ
レ
コ
レ
ヘ
と
発
達
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
数
量
Ｑ
が
中
世
前
期
か
ら
確
認
さ
れ
る
の
に
比
し
て
、
属
性
Ｑ
は

近
世
に
入
っ
て
か
ら
観
察
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
は
な

い
が
、　
一
般
的
な
意
味
拡
張
の
方
向
性
と
し
て
、
〈具
体
か
ら
抽
象

へ
〉
と

い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
よ
り
抽
象
的
で
あ
る
た
め
に
、
発

達
が
遅
れ
た
と
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

五
　
お
わ
り
に

従
来
、
連
体
詞
へ
の
転
成
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
は
乏
し
い
。
し
か
し
、

カ
レ
コ
レ
の
連
体
詞
へ
の
転
成
に
つ
い
て
は
、
構
文
的
特
徴
や
意
味
的
特
徴

の
変
化
が
絡
み
あ
っ
て
お
り
、
決
し
て
単
純
な
慣
用
化
や
固
定
化
に
よ
っ
て

生
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
そ
の
一
例
を
示
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
時
間
の
制
約
上
、
文
学
作
品
を
中
心

と
し
た
調
査
で
あ
っ
た
た
め
に
、
記
録
語
等
に
つ
い
て
は
調
査
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
時
間
に
関
す
る
数
量
Ｑ
が
観
察
さ
れ
た
の
が
、
中
世
後
期
の
資
料
で



あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
室
町
時
代
物
語
大
成
等
に
所
収
さ
れ
て
い
る
残
り

の
資
料
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
追
跡
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
ら
に
つ
い
て
も
日
配
り
し
、
今
後
、
包
括
的
に
示
し
て
い
き
た
い
。

【使
用
テ
キ
ス
ト
】
適
宜
ル
ビ
を
省
略
し
、　
一
部
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

日
本
古
典
文
学
大
系

（岩
波
書
店
）
・
噺
本
大
系

（東
京
堂
出
版
）
一
（国
文
学
研

究
資
料
館
ヨ
６
ミ̈
σ
お
＆
ュ
」ご
８
０
刀ヽ
ｏ
∞
】‐０
す

すヽ
ｏ
コ
‐
す
ｏ
日
０・０”
し
、
『室
町
時

代
物
語
大
成
』
１
～
８

（角
川
書
店
）、
抄
物

一
抄
物
資
料
集
成

『史
記
抄
』
『毛

詩
抄

・
蒙
求
抄
』
『
四
河
入
海
』
（清
文
堂
出
版
）、
『新
編
西
鶴
全
集
』
１
～
４

（勉
誠
出
版
）、
『洒
落
本
大
成
』
２
～
１６

（中
央
公
論
社
）、
『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』
（小
学
館
）、
『邦
訳
日
葡
辞
書
』
（岩
波
書
店
）、
『時
代
別
国
語
大
辞
典

室
町
時
代
編
』
舎
一省
堂
）

な
お
、
中
国
語

「彼
此
」
に
数
量
詞
を
後
接
す
る
用
法
の
有
無
を
調
べ
る
た
め
、

「台
湾
中
央
研
究
院
漢
籍
電
子
文
献
」
Ｆ
汁６
ミ̈
〓
”
ユ
″
】●
】８
・ａ
口
”■
じ

で
検

索
し
た
が
、
コ
ご

よ
り
大
き
い
数
量
詞
を
後
接
す
る
例
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

圧̈（１
）

並
列
複
合
語
と
い
う
呼
称
は
、
慮

（二
〇
〇
四
）
に
従
っ
た
。

（２
）

尾
谷

（二
〇
〇
〇
）
等
で
は
、
同
格
数
量
詞
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（３
）

英
語
で
は
、
数
量
詞
に
は
、
「ヨ
Ｂ
メ

日
８
Ｆ
お
メ

〓
邑
ｐ
∽Ｑ
ｏヽ
単

８
８
ｐ
σ
２
Ｆ
う
ｏ
」
の
よ
う
に
、
「数
詞
＋
類
別
詞
」
以
外
の
も
の
も
含
ま

れ
る

（亀
井

。
河
野

・
千
野
編

一
九
九
六
参
照
）。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、

「数
詞
十
類
別
詞
」
で
あ
る
も
の
を
数
量
詞
と
呼
ん
で
お
く
。

（４
）

た
だ
し
、
カ
ナ
タ
コ
ナ
タ
と
い
っ
た
、
「
カ
ー
コ
ー
」
の
語
構
成
を
と
る

例
も
後
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
常
に

「
コ
ー
カ
ー
」
と
い
う
語
構

成
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
も
漢
語
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

【参
考
文
献
】

庵
功
雄

（二
〇
〇

一
）
『新
し
い
日
本
語
学
入
門
　
こ
と
ば
の
し
く
み
を
考
え
る
』

ス

リ

ー

エ
ー

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

奥
津
敬

一
郎

（
一
九
九
六
）
『拾
遺
日
本
文
法
』
ひ
つ
じ
書
房

―
―

（二
〇
〇
七
）
『連
体
即
連
用
？
日
本
語
の
基
本
構
造
と
諸
相
』
ひ
つ
じ
書

一房

尾
谷
昌
則

（二
〇
〇
〇
）
「遊
離
数
量
詞
に
反
映
さ
れ
る
認
知
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
」

『言
語
科
学
論
集
』
六
、
京
都
大
学
、
六

一
―
一
〇

一
頁

風
間
喜
代
三

・
上
野
善
道

・
松
村

一
登

・
町
田
健

（二
〇
〇
四
）
コ
呈
四学
第
２

版
』
東
京
大
学
出
版
会

加
藤
重
広

（二
〇
〇
三
）
『
日
本
語
修
飾
構
造
の
語
用
論
的
研
究
』
ひ
つ
じ
書
房

亀
井
孝

・
河
野
六
郎

・
千
野
栄

一
（編
）
貧

九
九
六
）
コ
一呈
中学
大
辞
典
　
第
６

巻

【術
語
編
置

〓
一省
堂

川
端
善
明

（
一
九
六
七
）
「数

・
量
の
副
詞
―
時
空
副
詞
と
の
開
連
」
『國
語
國

文
』
三
六
‐
一
〇
、
京
都
大
学
、　
一
上
一七
頁

清
田
朗
裕

（二
〇
〇
八
）
「古
代
日
本
語
に
お
け
る
力
系
列
指
示
詞
の
様
相
」
平

成

一
九
年
度
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
論
文
、
未
公
刊

―
―

（二
〇

一
〇
）
「現
代
語
に
お
け
る

「
か
れ
こ
れ
」
の
様
相
―
歴
史
的
変
遷

を
提
え
る
前
段
階
と
し
て
の
ノ
ー
ト
ー
」
『国
語
国
文
研
究
と
教
育
』
四
八
、

熊
本
大
学
、
四
〇
―
五

一
頁

金
水
敏

（
一
九
八
三
）
「連
体
詞
」
大
曽
根
章
介
他

（編
）
『研
究
資
料
日
本
古
典

文
学
１２
文
法
付
辞
書
』
明
治
書
院
、　
〓

〓
下
一
二
五
頁

金
水
敏

。
木
村
英
樹

・
田
窪
行
則

（
一
九
八
九
）
『
日
本
語
セ
ル
フ
マ
ス
タ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ
４
指
示
詞
』
く
ろ
し
お
出
版

金
水
敏

。
田
窪
行
則

（編
）
貧

九
九
二
）
『指
示
詞
』
ひ
つ
じ
書
房

金
田

一
春
彦

・
秋
永

一
枝

（編
）
公
一〇

一
〇
）
『新
明
解
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
辞

典
Ｃ
Ｄ
付
き
』
三
省
堂

小
松
寿
雄

（
一
九
七
三
）
「
連
体
詞
』
の
成
立
と
展
開
―
研
究
史

。
学
説
史
の
展



望
」
鈴
木

・
林

（編
）
冒
¨
詞
別
日
本
文
法
講
座
５
連
体
詞

・
副
詞
』
明
治

書
院
、
五
二
―
六
九
頁

斎
藤
倫
明

（二
〇
〇
九
）
「第
２
章
語
彙
史
と
し
て
の
語
構
成
史
」
安
部
清
哉
他

（編
）
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
語
史
２
語
彙
史
』
岩
波
書
店
、
三
五
―
七
二
頁

鈴
木

一
彦

（
一
九
七
三
）
「近
代
文
法
書
お
よ
び
辞
書
の
連
体
詞

一
覧
」
鈴
木

・

林

（編
）
「
四
詞
別
日
本
文
法
講
座
５
連
体
詞

・
副
詞
』
明
治
書
院
、　
一
七

〇
上

七
三
頁

鈴
木

一
彦

・
林
巨
樹

（編
）
冒
ｍ
詞
別
日
本
文
法
講
座
５
連
体
詞

・
副
詞
』
明
治

書
院

橘
豊

（
一
九
七
三
）
「連
体
詞

・
副
詞
と
他
品
詞
と
の
関
係
」
鈴
木

・
林

（編
）

『品
詞
別
日
本
文
法
講
座
５
連
体
詞

・
副
詞
』
明
治
書
院
、　
一
四
八
Ｉ
Ｉ
ハ
八

頁

築
島
裕

（
一
九
六
三
）
『平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
東
京
大

学
出
版

鳴
海
伸

一
（二
〇
〇
九
）
「
相
当
」
の
意
味
変
化
と
程
度
副
詞
化
」
『国
語
学
研

究
』
四
八
、
東
北
大
学
、　
一
四
上
一七
頁

（左

一
三
二
‐
〓

一〇
頁
）

仁
田
義
雄

（
一
九
九
七
）
『副
詞
的
表
現
の
諸
相
』
く
ろ
し
お
出
版

萩
谷
朴

（
一
九
六
七
）
『土
佐
日
記
全
釈
』
角
川
書
店

橋
本
四
郎

（
一
九
六
六
）
「古
代
語
の
指
示
体
系
―
上
代
を
中
心
に
―
」
『國
語
國

文
』
二
五
⊥
ハ
、
京
都
大
学
、
三
二
九
些
一四

一
頁

―
―

（
一
九
八
二
）
「指
示
語
の
史
的
展
開
」
『講
座
日
本
語
学
２
』
明
治
書
院
、

二

一
七
上
一四
〇
頁

原
卓
志

（
一
九
九
九
）
「
都
合
」
の
意
味

・
用
法
に
つ
い
て
」
『鎌
倉
時
代
語
研

究
』
第
二
十
二
輯
、
武
蔵
野
書
院
、
六
八
―
九
五
頁

三
吉
陽

（
一
九
五
六
）
「
か
れ
こ
れ
」
と

「
こ
れ
か
れ
Ｌ

『愛
媛
大
学
紀
要

（人

文
科
学
と

第
二
巻
第

一
号
、
愛
媛
大
学
、
五
五
上
ハ
八
頁

森
山
卓
郎

（二
〇
〇

一
）
「近
似
値
表
示
の
連
体
詞
と
副
詞
―
概
数
規
定
類
と
概

略
副
詞
類
―
」
『国
語
学
研
究
』
四
〇
、
東
北
大
学
、　
一
〇
四
―

一
一
四
頁

（左

一
―

三

頁
）

山
田
孝
雄

（
一
九
二
二
）
『
日
本
国
語
法
講
義
全
』
費
文
館

盾
濤

（二
〇
〇
四
）
「指
示
語
の
複
合
と
そ
の
周
辺
」
影
山
太
郎

・
岸
本
秀
樹

（編
）
『
日
本
語
の
分
析
と
言
語
類
型
―
柴
谷
方
良
教
授
還
暦
記
念
論
文
集

―
』
く
ろ
し
お
出
版
、
九
三
―
一
〇
八
頁

（き
よ
た

。
あ
き
ひ
ろ
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


